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2030年ビジョン ロードマップ

• FY24-25において収益回復を実現し、計画通りにFY26から本格的な成長投資の再開期へ移行
• 当該期において2030年ビジョンに向けた成長ドライバーの構築と下支えする収益基盤・グローバル経営基盤の強化に取り組む

中期経営計画期間

FY26 FY28FY27 FY30FY25FY24

次期中期経営計画

＜収益回復期＞ ＜成長投資の再開期＞ ＜投資回収期＞

グローバル経営基盤の強化

FY24-25

コアビジネス※1の増強

FY26-28

Perfect and Unique Tagging※2

構想の事業化

-成長ドライバーの構築-

2030年ビジョン
Perfect and Unique Taggingを

活用し、あらゆるものが情報化され、

社会のうごきが最適化されている

未来の実現に貢献する

※1 日本・海外ベース事業、海外プライマリー専業の既存事業
※2 2030年ビジョンを実現するタギング（モノやヒトにIDや位置などの情報を物理的にひも付けすること）の手法。略称：PUT
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中期経営計画FY24-28アップデートのポイント

中期経営計画

• 収益回復期から成長投資再開期への本格移行に向け、重要課題への対応と拡張領域の具体化を推進し、

FY28の経営目標と資本政策を明確化

• ①コアビジネスのポートフォリオ管理による収益基盤の強化、②Perfect and Unique Tagging構想の事業化、

③グローバル経営基盤の強化を通じて、収益安定化と持続的成長を両立し、さらなる資本コストを意識した経営へ変革

KPI・資本政策

• 経営目標（FY28）

売上高：1,860億円 営業利益：157億円（8.4％）、ROIC：9.4％、ROE：10.2％、PBR：1.0倍以上

• キャピタル・アロケーション（FY25-28）

約700億円キャッシュ創出、 事業投資：約70％、株主還元：約20％、格付維持、財務健全性確保
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経営指標サマリー

6.8%

8.4%

10.5%

FY25

計画

FY28

中期経営計画

FY30

目標

事業指標・連結営業利益

消去ベース事業

営業利益率

プライマリー専業 拡張領域

CAGR
+12.6%

CAGR
+15.7％

11,000

15,700

21,000
項目 指標

FY25
計画

FY28
中期経営計画

FY30
目標

企業価値

PBR 0.9倍※ 1.0倍以上を
早期に実現

EBITDA 16,900 24,000 30,000

資本効率性

ROIC 7.7% 9.4% 12.3%

ROE 8.6% 10.2% 14.1%

収益性

営業利益 11,000 15,700 21,000

営業利益率 6.8% 8.4% 10.5%

財務指標

（単位：百万円） （単位：百万円）

※ 2026年3月期第2四半期の業績予想修正時点（2025年11月12日）の株価に基づく
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計画達成に向けた取り組み

KPI・資本政策

中期経営方針1

2

3

目次



6
Copyright © SATO Corporation. All rights reserved.

計画達成に向けた取り組み

KPI・資本政策

中期経営方針1

2

3

目次
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FY24-25振り返り

• ロシア子会社の減速はあったものの、各施策は着実に進捗し、FY24-25ともに過去最高水準の利益実現を見込む

2,372 2,637 
1,724 

3,906 4,300 4,000 

2,752 
3,374 

3,702 

4,279 
4,200 4,200 

1,225 

3,737 4,540 

4,199 
2,600 3,300 

53

-907

415

-43 -100

FY21

実績

FY22

実績

FY23

実績

FY24

実績

FY25

計画

FY26

当初計画

消去日本（ベース） 海外（ベース） 海外（プライマリー）

6,404

8,841

11,500
11,000

12,341

10,383

（単位：百万円）

過去最高益

進捗状況

※ 2024年3月22日策定時点

※

コアビジネス増強

• 組織的な価格改定への対応による効果発現

• 営業部門評価に利益指標の導入、販管費コントロールを実施

• グローバルキーアカウントの攻略

• 新型プリンター・プリンター共通プラットフォームの開発完了

事業別営業利益推移

Perfect and Unique Tagging具現化

• PUTに資するソリューション開発のための出資・協業を実施

• 個品管理化のグローバルな潮流を捕捉

グローバル経営基盤の強化

• 機構改革による責任・権限の簡素化

• マテリアリティの見直し実施

• 人的資本投資に向けた制度改革
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課題認識

0

0.2

0.4

0.6

0.8

1

1.2

1.4

1.6

21年4月 22年4月 23年4月 24年4月 25年4月

1. ロシア・ウクライナ情勢悪化

2. 日本事業の収益力回復途上

現中計期間

• 重要な経営課題に対して、ボラティリティ・コントロールによる収益安定化と持続的成長の両立が必要と認識している

PBR1.0倍未満

2 日本事業の収益力回復途上

日本事業：営業利益額

 FY18実績 → FY23実績 → FY25計画

6,982百万円 4,300百万円1,724百万円

3 事業成長を支えるグローバル経営基盤の強化

サイバーセキュリティ、ガバナンスリスクの高まり

前中計期間

1 地政学リスクの増大

ロシア子会社：営業利益額

 FY24実績 → FY25計画

3,525百万円 2,000百万円

重要な経営課題PBR推移
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グローバル経営基盤の強化

中期経営方針

2030年ビジョン

“Perfect and Unique Tagging”を活用し、あらゆるものが情報化され、

社会のうごきが最適化されている未来の実現に貢献する

グローバル経営基盤の強化

Perfect and Unique Tagging構想の事業化

コアビジネスの収益盤石化

海外
• 戦略領域へのリソース投下
• リスク・ボラティリティ適正化

日本
• 安定収益を創出する事業構造の構築
• 低収益・成長分野の管理徹底

• 経営管理手法の強化• サイバーセキュリティ強化

• 人的資本経営の実行• グローバルブランディング

• ガバナンス体制の高度化

• 重点市場・隣接業界のPUTニーズ捕捉
• リカーリングビジネス強化
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収益貢献度

成長機会

収益基盤の盤石化
コアビジネスの安定化によるPBRと成長投資を下支え

重点管理対象分野・地域
収益性・ボラティリティの適正化

2030年成長ドライバー -重点投資-
育成・拡張事業で磨いた戦略テーマが業績をけん引

育成・拡張事業
重点市場・隣接業界に潜在する

Perfect and Unique Taggingニーズの事業化

⚫ 日本ベース事業（高収益分野）

⚫ 海外ベース事業（高収益販社・分野）

⚫ 海外プライマリー専業（安定収益地域）

⚫ 日本ベース事業（改善対象分野）

⚫ 海外ベース事業（改善対象販社・分野）

⚫ 海外プライマリー専業（高ボラティリティ地域）

• コアビジネスにおける収益基盤強化と成長ドライバーの事業立ち上げにより、PBR1.0倍超を支える持続的な利益構造へ転換する

戦略テーマ：
• 血液SCM※、物流DX
• サーキュラーエコノミー、スマートパッケージング
• 新技術（AI・トレーサビリティソリューション）

持続的成長に向けた戦略ポートフォリオ

選択的成長

再投資

安定化

※ SCM：サプライチェーン・マネジメント



11
Copyright © SATO Corporation. All rights reserved.

サトーの提供価値

• 社会背景の変化によって個品管理ニーズがグローバルの潮流となり、
これまで培ってきた”ヒトやモノの情報化（タギング）による価値・用途提案力”を強みに、新たな業界・社会課題に取り組む

社会背景

1960年代
-高度経済成長-

1980年代
-情報化の始まり-

2020年代以降
-地政学リスク・環境規制、

DX・AIの加速-

情報の質・量

提供価値

商品名、
価格、期限など

固定情報 可変情報

製造日、価格、
ロット番号、国など

ロット単位での
トレーサビリティ情報

（原材料、製造履歴）など

個品単位での
トレーサビリティ情報（検体ID、

ライフサイクル、マニフェスト）管理など

サプライチェーン複雑化による
サプライヤーマーキングの需要拡大、

環境関連の法令規制への対応

技術の進展による
個品管理の国際標準化

POSシステムの普及による
バーコード需要の拡大

大量消費・生産による
単品値付け

情報による
顧客業務の最適化

機械による情報化ヒトによる情報化
情報による

社会の最適化

ロット情報 固有（Unique）情報

温度、位置などタギング

2000年代
-インターネット普及・

IoT化進展-

状態情報

環境、感動
Well-Being、サーキュラーエコノミー

省資源
安心・安全

正確、省力
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計画達成に向けた取り組み

KPI・資本政策

中期経営方針1

2

3

目次
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コアビジネスの収益盤石化：日本事業

• 重点市場でのサプライヤーマーキング需要の事業機会捕捉と低収益分野の管理徹底により、安定収益を創出する
• バリューチェーン管理と販管費コントロールにより収益性を改善する

重点市場・領域の攻略

• マニュファクチャリング、ヘルスケア市場のサプライヤーマーキング需要を捕捉

• フラッグシップモデルの新型プリンターでリプレイス需要捕捉と新規需要を開拓

• サブスクリプション型収益モデル推進（保守サービス契約など）

• RFID・自動化ソリューションで共通解のパッケージ化を促進

• 共通プラットフォーム効果による需要に則した新商品の上市

72,287 74,166 75,514 
79,220 

83,000 

87,000 

3.3%
3.6%

2.3%

4.9%

5.2%

6.2%

売上高 営業利益率（額）

売上高・営業利益率

～ ～

現中計期間前中計期間

（単位：百万円）

FY21
実績

FY22
実績

FY23
実績

FY24
実績

FY25
計画

FY28
中期経営計画

（2,372）
（2,637）

（1,724）

（3,906）

（4,300）

（5,400）

バリューチェーン管理の徹底

• 組織清流化によるさらなる効果発現

• グローバルPSI※管理の実行による在庫適正化

• メカトロ：プリンターラインアップ、開発体制の最適化

• サプライ：商品の合理化推進

営業部門の利益評価重点化

• 利益評価重点化のさらなる推進

販管費コントロール

• 組織力強化・人財育成による生産性向上により最適リソース配分を設定

• AI活用の領域拡大による生産性向上

※ PSI（Production, Sales, Inventory）：生産・販売・在庫の計画管理
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コアビジネスの収益盤石化：海外事業

• 注力国・地域へのリソース投下による着実な利益成長を実現する
• リカーリングビジネス強化により、リスク・ボラティリティ適正化する

40,026 

47,586 48,069 
52,632 54,000 

51,000 

6.8%
7.5% 7.4%

8.2% 7.8%

9.8%

売上高 営業利益率（額）

12,470 

21,071 19,862 
22,955 24,000 

26,000 

9.9%
17.9%

22.9%
18.3%

10.8% 11.5%

売上高 営業利益率（額）

FY21
実績

FY22
実績

FY23
実績

FY24
実績

FY25
計画

FY28
中期経営計画

～ ～
～ ～

ベース事業

プライマリー専業

（単位：百万円）

（1,218）
（3,719）

（4,540）

（4,199）
（2,600） （3,000）

（2,752）
（3,374） （3,702）

（4,279） （4,200）

（5,000）

FY28想定レート：150円/USD、162円/EUR

売上高・営業利益率

現中計期間前中計期間

注力国・地域にリソースを重点配分

• 売上高規模、対象国・地域の成長性により選定・注力

• グローバル開発体制の最適化

ソリューションの効率的な創出・横展開

• サプライ収益の増強によるリカーリングビジネス強化

✓ 生産能力増強およびMES（製造実行システム）の展開による生産性の向上

• グローバルキーアカウントの攻略

✓ フラッグシップモデルの新型プリンターで用途の深堀と新規需要を捕捉

• 現地に最適なソリューションの創出

✓ 法令規制を背景にDPP※1対応へ向けて共創でのソリューションを創出

• ソリューション横展開の拡充

✓ PJM※2 RFIDの用途横展開や自動化ソリューションを各国・地域に展開を促進

プライマリー専業：売上・利益の安定化

• 商品ラインアップ拡充による既存・新規顧客の拡大

• スマートパッケージングの事業化によるベース事業とのシナジー創出

※1 DPP（Digital Product Passport）：デジタル技術を用いて、製品の製造元や原材料データ、リサイクル性などの情報を記録し、
 製品のライフサイクル上で共有できるようにすること。 欧州において2026年から製品カテゴリー毎に順次導入を予定
※2 PJM（Phase Jitter Modulation）：HF帯の周波数を用いた、国際標準規格ISO/IEC18000-3 Mode 2に準拠したRFID技術
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• 複雑化・広範化する社会課題を背景に、より高い精度の個品管理ニーズがグローバルの潮流となっている中で、
現場知見と個品管理ノウハウを基にした最適なタギングにより付加価値を創出し、強固なビジネスを構築する

Perfect and Unique Taggingとは

冷蔵庫に入れるだけで、
在庫・期限を自動で把握

血液バッグを
ユニークIDで管理

低温・積層・滅菌など特殊環境での
読み取りに適したタグを選定

血液バッグ管理の例

Perfect
（正確・高精度）

Unique
（一意・特定）

Tagging
（モノと情報の一致）

Perfect and Unique Tagging

Perfect

人手を介さず、作業と一体化して漏れなく正確に情報を収集する

• 状態情報を自動かつ高い精度で記録・収集

Unique

モノを個品単位で識別し、履歴や状態を追跡可能にする

• 国際標準ID、状態・生体IDなどでの個品管理

Tagging

対象物へ情報をひも付け、デジタル化しシステムで活用可能にする

• 現場知見をいかした自動認識技術の活用

Perfect and Unique Taggingによる提供価値

• 限られた資源の有効活用による持続可能な社会システムの形成に貢献

• パーソナライズかつ新たな体験による感動の実現
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テーマ

血液・検体SCM

サーキュラーエコノミー

スマートパッケージング

物流DX

Perfect and Unique Tagging構想の事業化の取り組み

• コアビジネスの重点市場・隣接業界のPerfect and Unique Tagging需要を捕捉する
• リカーリングビジネスによる収益性と安定性の両立を重視して取り組み実施する

探索・特定 事業化

新技術
AI・トレーサビリティ

 ソリューション

血液・検体
SCM

物流DX
サーキュラー
エコノミー

ベース事業
×

プライマリー専業

ロジスティクスヘルスケア

フードリテール

マニュ
ファクチャリング

戦略テーマの現時点フェーズ

スマート
パッケージング

コアビジネス化

コアビジネスから派生する戦略テーマ

• 既存5市場の隣接業界と各市場を横断する物流DX・サーキュラーエコノミー
ベース事業とプライマリー専業の強みを掛け合わせたスマートパッケージング
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Perfect and Unique Tagging構想の事業化：血液・検体SCM

• 体制強化による拡販と商品供給能力の向上の両輪で、急速に増大する需要を捕捉して売上を拡大する

FHE（Flexible Hybrid Electronics）
ミクロン銅粉を使用したペーストによる印刷方式

のRFIDアンテナ製造技術に活用

※1 当社推計

血液SCM商談数・規模

×商談規模/件=数千万円～

80件2件

2023年
12月時点

～ ～
血液バッグ管理

パッケージソリューション

2025年
12月時点

①PJM RFIDラベル・
プリンター

１

2

②PJM RFIDリーダー

3

③血液保存用
冷蔵庫

グローバル血液SCM市場※1

SOM

SAM
約600億円

TAM
約1兆円

サトー売上高：約100億円
（2030年時点）

テーマ概要

• ヘルスケア市場で培ってきたタギング知見と血液・検体分野のネット
ワーク、PJM RFIDの特性を活用して、状態情報の取得・個品管理を
自動かつ高い精度で実現する

進捗と課題

進捗

• 主要国でパートナー選定・協業が進行、2025年10月より体制を拡充

• グローバルで商談が急増

• 欧州で血液SCM向けパッケージソリューションを開発

• 将来のPJM RFID展開に向けてFHEを活用したRFIDアンテナ技術を開発

課題

• 選任チーム・導入支援体制のさらなる強化

• 商品の供給能力

今後の取り組み

• 人的リソース拡充、パートナー連携、導入支援体制の強化による拡販

• 商談の急増に伴う供給体制の整備

事業機会・売上高見込み
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Perfect and Unique Tagging構想の事業化：サーキュラーエコノミー

• 法規制対応と豊富な事業機会を追い風に、培ったタギング知見を資源循環に応用し、持続的成長をけん引するビジネスへ成長させる

約8,000億円

再生プラスチック市場※2

（日本、2030年時点）
SAM

約1,800億円

デジタル製品パスポート市場※3

（グローバル、2030年時点）
SAM

再生プラスチック製ハンドラベラー
（自社でリサイクル・DPP実証中）

※1 コアビジネス（ベース事業、プライマリー専業）との重複売上高を含む
※2 出所：Japan Recycled Plastics Market Size & Outlook, 2023-2030, Grand View Research, Inc. 
※3 出所：Digital Product Passport Market (2025 - 2030), Grand View Research, Inc. 
※4 出所：Battery Recycling Market by Chemistry, Source, End-Use, and Region – Global Forecast to 2030, MarketsandMarkets
※5 出所：E-Waste Management Market – Global Forecast to 2030, MarketsandMarkets
※6 出所：Textile Recycling Market Size, Share & Trends Analysis Report, 2023–2030, Grand View Research

約4.5兆円 約2兆円約5兆円

バッテリーリサイクル市場※4

（グローバル、2030年時点）
TAM

Trace eye🄬 Circular Economy 概要 推進責任者による
外部セミナーでの講演

DPPラベル

約100億円

売上高※1

（2030年時点）

テーマ概要

• 動脈（製造～販売）のタギング知見を、再生材・DPPなどで成長が
見込まれる静脈（回収～再資源化）へ拡張し、資源循環工程への
提供価値を拡大

進捗と課題

進捗

• DPPなど主要用途での実証の進展

• 資源循環トレーサビリティシステムを2025年7月に市場投入

• 2025年10月に専任推進体制を構築し、ビジネスエコシステムの形成加速

✓ ビジネスパートナー、一般社団法人、政府関係や外郭団体との関係構築

課題

• 案件創出・拡販に向けたさらなる認知度向上

• 外部共創によるビジネスエコシステムの形成

今後の取り組み

• セミナー・展示会等を通じた市場認知向上と、重点分野での拡大

• パートナーや外部団体との関係性強化によるエコシステムの確立

主な事業機会・売上高見込み

家電リサイクル市場※5

（グローバル、2030年時点）
TAM

アパレルリサイクル市場※6

（グローバル、2030年時点）
TAM
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グローバル経営基盤の強化

グローバルブランディング

• 持続的な成長・生産性向上を支えるグローバルブランドの構築

人的資本経営の実行

• 制度改定による持続的な成長に資する人的資本の担保

• DX投資や人財教育による生産性向上

サイバーセキュリティ強化

• FY25新設の専門部署による施策実行

• セキュリティ・インシデント対応の迅速化

ガバナンス体制の高度化

• コーポレート専門人財派遣を含む海外管理体制の拡充

• 海外子会社のガバナンス・仕組みの整備

• ガバナンス研修による底上げ

• CSR・グリーン・責任ある鉱物調達の推進

経営管理手法の強化

• 組織清流化による責任範囲の明確化

• 販管費コントロールの強化

• 管理会計、投資管理等の拡充

• 2030年ビジョンを見据え、各種施策を計画的に実行することにより持続的成長を支える経営基盤を構築し、経営の質を向上させる
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計画達成に向けた取り組み

KPI・資本政策

中期経営方針1

2

3

目次
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経営計画

※ 物流DX、AIソリューションは日本・海外ベースに集計

（単位：百万円）

売上高 154,807 161,000 186,000 +4.9%

営業利益（営業利益率） 12,341（8.0%） 11,000（6.8%） 15,700（8.4%） +12.6%

売上高 - - 22,000 -

営業利益（営業利益率） - - 2,300（10.5%） -

売上高 154,807 161,000 164,000 +0.6%

営業利益（営業利益率） 12,384（8.0%） 11,100（6.9%） 13,400（8.2%） +6.8%

売上高 79,220 83,000 87,000 +1.6%

営業利益（営業利益率） 3,906（4.9%） 4,300（5.2%） 5,400（6.2%） +7.9%

売上高 52,632 54,000 51,000 -1.9%

営業利益（営業利益率） 4,279（8.2%） 4,200（7.8%） 5,000（9.8%） +6.0%

売上高 22,955 24,000 26,000 +2.7%

営業利益（営業利益率） 4,199（18.3%） 2,600（10.8%） 3,000（11.5%） +4.9%

 消去 営業利益 -43 -100 - -

売上高 135,713 141,000 142,000 +0.2%

営業利益（営業利益率） 8,859（6.4%） 9,100（6.5%） 11,100（7.8%） +6.8%

 参考：コアビジネス

 （ロシア子会社除く）

FY25-28

CAGR

 連結

 コアビジネス

　　日本ベース事業

　　海外ベース事業

　　海外プライマリー専業

FY24

実績

FY25

計画

FY28

中期経営計画

 拡張領域

FY28経営計画   売上高：連結 1,860億円  営業利益：連結157億円、営業利益率8.4%

    ROIC：9.4% ROE : 10.2% PBR：1.0倍以上
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項目 指標
FY25
計画

FY28
中期経営計画

FY30
目標

企業価値

PBR 0.9倍※ 1.0倍以上を
早期に実現

EBITDA 16,900 24,000 30,000

資本効率性

ROIC 7.7% 9.4% 12.3%

ROE 8.6% 10.2% 14.1%

収益性

営業利益 11,000 15,700 21,000

営業利益率 6.8% 8.4% 10.5%

経営指標サマリー（再掲）

事業指標・連結営業利益

CAGR
+12.6％

CAGR
+15.7％

財務指標

（単位：百万円） （単位：百万円）

消去ベース事業

営業利益率

プライマリー専業 拡張領域

11,000

15,700

21,000

6.8%

8.4%

10.5%

FY25

計画

FY28

中期経営計画

FY30

目標

※ 2026年3月期第2四半期の業績予想修正時点（2025年11月12日）の株価に基づく
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• 資金調達方法の多様化、安定化のため、現状レベルの格付維持を目安として、財務健全性を確保することを前提に、
約700億円のキャッシュを創出し、うち7割を事業投資に振り向け、2割を株主還元に配分

資本政策：キャピタル・アロケーション

キャッシュイン キャッシュアウト

事業基盤投資
～30,000百万円

戦略投資
15,000～20,000百万円

株主還元
10,000～20,000百万円

営業キャッシュフロー
55,000百万円

デットファイナンス
15,000百万円

運転資金

※ 2027年4月導入予定の新リース会計基準の影響を除く

戦略投資

• 拡張領域の事業開発を支えるM&A・出資、協業

✓ M&Aは原則として隣接領域、事業化されている領域が対象

• 事業収益インパクトのある投資が原則

資本配分（FY25-28）

事業基盤投資

• グローバル経営基盤の強化に向けた投資を実行

• 既存設備更新の見極め

株主還元

• 配当方針「安定的な累進配当の継続をめざす」に従い、前年度配当額を維持

• 足元および将来の業績、資金需要を踏まえ増配金額を決定
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“Perfect and Unique Tagging”を活用し、あらゆるものが情報化され、

社会のうごきが最適化されている未来の実現に貢献する
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【本資料ご利用にあたってのご注意事項】
・ 本資料に記載の内容は全て2025年12月現在の情報をもとに作成したものです。
・ 本資料に記載の内容は予告なく変更することがあります。
・ 本資料で使用される商標、ロゴ、商号に関する権利は、当社またはそれぞれの権利の所有者に帰属します。
・ 本資料の内容に関する一切の権利につきましては当社に帰属し、本資料の全部または一部を当社の文書による事前の

承諾なしに転載または複製することを固くお断り致します。
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• PBR＝ROE×PER ROEの代用としてROICをツリー分解し、構成項目ごとに取り組み

ROICツリー

• 重点市場・領域の攻略
• 適切な価格改定
• 営業部門の利益評価重点化

運転資本
棚卸資産

日本事業

固定資産

債権債務

有形

無形

• 事業用資産の有効活用

• 投資案件の収益性およびリスク精査

• グローバル経営基盤情報の構築

• 保有特許の利用率向上

• M&Aシナジー創出

海外事業 利益成長

販管費

• 日本 ベース事業の利益率向上
• リスクに応じたハードルレートにもとづく投資判断の徹底

PER • 中計の着実な実行・達成
• IRストーリー精緻化およびエンゲージメント拡充

※ ROEの代用として、総合的な資本効率性を示すROICをKPIに設定

中期経営計画施策（FY25-28）

• ソリューションの創出・横展開で効率的な売上・利益成長
• 注力国・地域にリソースを重点配分

• バリューチェーン管理の徹底と生産性の向上
• 適切な費用コントロール

• 財務リスクの最小化と資金効率の最大化

• グループSCM改善

粗利率向上

数字はFY28計画。カッコ内数字はFY25見込み

営業利益率

8.4％
（6.8％）

投下資本回転率

1.6
（1.6）

百万円

EBITDA
24,000 
（16,900）

ROIC
9.4％

（7.7％）

ROE
10.2％
（8.6％）

※
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経営計画

事業別売上高、営業利益

売上高 154,807 161,000 186,000 +4.9%

営業利益（営業利益率） 12,341（8.0%） 11,000（6.8%） 15,700（8.4%） +12.6%

売上高 - - 22,000 -

営業利益（営業利益率） - - 2,300（10.5%） -

売上高 131,852 137,000 138,000 +0.2%

営業利益（営業利益率） 8,185（6.2%） 8,500（6.2%） 10,400（7.5%） +7.0%

売上高 79,220 83,000 87,000 +1.6%

営業利益（営業利益率） 3,906（4.9%） 4,300（5.2%） 5,400（6.2%） +7.9%

売上高 52,632 54,000 51,000 -1.9%

営業利益（営業利益率） 4,279（8.2%） 4,200（7.8%） 5,000（9.8%） +6.0%

売上高 22,955 24,000 26,000 +2.7%

営業利益（営業利益率） 4,199（18.3%） 2,600（10.8%） 3,000（11.5%） +4.9%

 消去 営業利益 -43 -100 - -

 プライマリー専業

FY25-28

CAGR

 連結

 ベース事業

　　日本

　　海外

FY24

実績

FY25

計画

FY28

中期経営計画

 拡張領域

（単位：百万円）

※ 物流DX、AIソリューションは日本・海外ベースに集計

FY28経営計画   売上高：連結 1,860億円  営業利益：連結157億円、営業利益率8.4%

    ROIC：9.4% ROE : 10.2% PBR：1.0倍以上
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